
長崎と神奈川の共通点  

神奈川出身の私は、長崎と神奈川に共通点が多いと感じました。代表として以下の５つがあり

ます。 

（１） 港（出島と横浜港） 

（２） 中華街（新地中華街と横浜中華街） 

（３） ご当地バーガー（佐世保バーガーとヨコスカネイビーバーガー） 

（４） 温泉街（雲仙と箱根） 

（５） 海 

 

  



雲仙  

長崎と神奈川の共通点として挙がった中の１つ、「雲仙」についてご紹介します。雲仙は昭和 9

年に日本で最初の国立公園に指定されたところです。 

（１） 温泉 

昭和天皇皇后両陛下ゆかりの高級旅館から、庶民でも使える日帰り温泉までいろんな施設が

あります。 

 

（２） 蒸しがま料理 

お好みの地元の食材を選んで、温泉の蒸気で蒸します。これは、雲仙市の小浜にある蒸しが

ま料理のお店です。小浜温泉は、源泉が 105度で、日本一の熱量だそうです。 

  



（３）直売所 

雲仙は、畜産や農業などが盛んな場所で、安くて美味しい直売所があちらこちらにあります。

無農薬のものだけを置くオーガニックな直売所もあります。 

（４） ゴルフ場 

大正 2年に開場した雲仙ゴルフ場は、明治に作られた神戸ゴルフクラブにつぐ、二番目に古

い歴史を持ちます。パブリックコースとしては、日本で初めてのゴルフ場でもあります。 

（５） ケーブルカー・紅葉・霧氷 

箱根と同じくケーブルカーがあって、綺麗な季節の移ろいが見られます。紅葉の季節はとても

きれいです。11月ぐらいから見頃です。冬には霧氷も見られます。気象条件が揃った時に見

られる、特別な景色です。 

 

海  

長崎と神奈川の共通点として挙がった中の１つ、「海」について、長崎ならではの海の生き物

や海鮮をご紹介します。写真は全て支部会員の撮影したものです。 

海の生き物（柳の浜海岸）  

柳の浜海岸は西海市にあります。あまり人は多くなく、まるでプライベートビーチのようです。 

干満の差が激しいため、干潟特有の海の生き物に出会えます。 



  

特にこの海ならではの生き物がカブトガニです。 

カブトガニは行きた化石と言われていて、２億年前から姿を変えていません。 

生息地は、日本では、九州北部と瀬戸内海のみだそうです。日本では天然記念物で、地元の

人に、「一生に一回会えるかどうかだよ」と言われたぐらい貴重な生き物です。 

 

  



海鮮  

実は長崎県は、漁業生産量が全国 2位、漁獲できる魚の種類が全国 1位（長崎県漁業協同

組合連合会 HP参照）で、安くて新鮮で美味しい海鮮がたくさんあります。 

下の写真は、上から順にアワビ盛り合わせ、ふぐ料理、塩釜料理です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、高級なお店に行かなくても、美味しい海鮮が食べられる例として、左下の写真のように自

分で釣ってくることもできますし、右下のようにお魚屋さんにあるお刺身で海鮮丼もつくれま

す。是非、長崎においでの際は、召し上がってください。 
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